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用途は？ 責任者は？ 利用者は？ ファイル容量は
どのくらい必要？
●４.WEBサイト構築
・仮想サーバ作成
・ネットワーク設定
・NetCommons設定●５.運用開始
・ユーザ登録／権限設定
・稼働確認
認証
ファイルの
Upload / Download
スレッド型掲示板
最短記録！
2日間
*1 *2
今後の課題 現状の仕組みでは対応可能な要件は非常に限られるため、今後はより広い要件範囲をカバーできる情報共有システム基盤として
柔軟なシステム構築を実現するためのノウハウを獲得することを目指す。
同時に運用ルールの整備やシステムの標準化を進めることで幅広い業務に手軽に活用できる環境を整えていく。
シンプルながらも使いやすく、十分な
機能をもつWEBシステムとして、業務
の大幅な効率化に貢献した。
また、委託事業の終了後は仮想サーバ
を削除した。
廃棄のコストがゼロである点も仮想
サーバのメリットと言える。
画面イメージ
